
転倒災害✙（プラス）防止キャンペーン月間の結果を公表します！

63
3
4
6
16

36
106

0 50 100 150

その他
貨物取扱業
接客娯楽業

商業
運輸交通業

建設業
製造業

業種別回答数

 労働災害による死亡者数「ゼロ」 ➡ ゼロ

 行動災害による負傷者数「ゼロ」 ➡ ５人

 労働災害による負傷者数「８人以下」 ➡ 14人

（令和７年１月末現在）

目標 ➡ 結果

真岡労働基準監督署では、12月を「転倒災害✙（プラス）防止キャンペーン月間」と定め、転倒災害に腰痛、
捻挫等をプラスした行動災害防止に向けた取り組みを実施することとしていました。
月間中の目標の達成状況と回答のあったアンケートの結果を公表します。

☞業種別の労働災害発生事例は当署HP
（https://jsite.mhlw.go.jp/tochigi-

roudoukyoku/news_topics/kantokusho
_oshirase/moka.html）を参照
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真岡労働基準監督署

アンケート結果２
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職場で実施している取組みはありますか︖
 ロコモ度測定
 ５S活動の推進・安全通路の確保
 持ち上げる重量の制限
 トレーニングジムの法人会員
 段差部分や階段の色分け塗装や滑り止め加工

 腰痛ベルト・サポーターの支給
 作業姿勢や作業方法の見直し
 腰痛予防体操
 重量物等の危険体感教育

真岡労働基準監督署長のコメント
アンケートにお答えいただいた多くの
皆様、誠にありがとうございました。
これが真岡監督署管内の転倒災害等行
動災害の実態を表しているのだと思いま
す。
また、皆様の職場で様々な取組みをし

ていただいていることがわかりました。
キャンペーン月間の目標は達成できま
せんでしたが、アンケートにお答えいた
だいた皆様もそうではない皆様もぜひ、
この結果を参考にしていただき、社内研
修や安全衛生委員会、その他安全活動に
お役立ていただけますと幸甚です。


